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はしがき

本書はタイにおける人権の解釈およびその教育について、国際社会の

それらと比較した際にどのような特質や共通性を持つのかを研究したも

のである。加えて、タイの人権教育の理論や政策の歴史的変遷を分析し、

どのように実践に反映されてきたのかについて明らかにしている。

詳しくは多くの先行研究で述べられているが、タイにおける政治の不

安定化の背景には、経済格差に加え、宗教的対立や社会参加の機会の不

平等など複合的な要因が存在している。また、このような状況はタイの

みならず、今や多くの国での共通課題となっている。

様々な局面で対立や格差が顕在化している現在、そうした問題を扱う

教育の一つとして人権教育は重要な役割を担っている。通常、人権教育

といった場合に想定されるのは、世界人権宣言あるいは子どもの権利条

約などの国際機関によって定義された、普遍的な概念についての教育で

あると考えられる。現在各国で実施されている人権教育の基礎である「人

権教育のための国連 10 年行動計画」は、1994 年の国連総会において採択

された。同計画で人権教育は「知識の共有、技術の伝達、および態度の形

成を通じ人権という普遍的文化を構築するために行う研修、普及および

広報努力」であると定義されている。このような人権教育の必要性につい

ては、世界各国で共有されている。

しかしながら、各国や地域には、宗教や文化に根差した伝統的価値規

範が存在する。では、それらの伝統的価値規範は、人権という概念とど

のような関係にあるのだろうか。また、各国や文化によって伝統的価値

規範が異なるとすれば、人権概念が導入された際に、その受容のされ方

は果たして同じものとなるのであろうか。

筆者がタイにて 2005 年に教育省主導の仏教教育のモデル校で調査を

行っていた際、教員に「我が校では人権教育にも力を入れている」と説
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明を受け、学校の価値教育の全体像を知るために人権教育の授業を観察

した。その授業は、人権概念の解釈や教育内容に仏教的理念が入り込ん

だ、単に国際機関が定義した人権を教えるだけの教育とは一線を画す内

容であった。ここから筆者は、「人権教育で教えられる『人権』というのは、

実践者の背景となる宗教や文化によって異なった解釈をされているので

はないか」という問いを着想するに至った。

そして今、多様な伝統や文化と人権の関係についての問い直しが、国

際社会においても求められている。第 60 回国連総会（2005 年 12 月 16 日）

において「人権と文化多様性」決議が採択された。この決議では「文化的

多様性およびすべての文化的権利の尊重は（中略）人権の適用と享受を前

進」（第８項）すると確認されている。その後、人権理事会諮問委員会が発

足し、2012 年 12 月に「人類の伝統的価値観のより良き理解を通じた人権

および基本的自由の促進に関する人権理事会諮問委員会の研究」を提出し

た。同報告書は、人権理事会が初めて各文化や宗教にみられる伝統的価

値規範と人権の関係を議論し、結果をまとめた国連文書である。

このような議論が起こった背景には、そもそも国際人権法には西欧圏

の人権観が強く反映されており、個人の権利を重視し、集団の権利につ

いて軽視される傾向にあるという特質が、これまで批判的に検討されて

こなかったという問題意識がある。また、同報告書に対しても、非西欧

圏における人権観との違いからくる問題を考慮する視点に欠けていると

いう指摘がすでになされている。

このような目的意識を共有し、本書ではタイという一国に焦点を当て

て、人権観とそれに基づく人権教育の実態を明らかにすることを試みた。

国際社会における人権規範を、非西欧圏の人権観を含むより複合的なも

のに再構築すること、しかも「非西欧」という一括りではなく、個々の国

や地域の事例に基づいて人権規範の相違によって起こりうる人権教育の

方法の違いを、具体的に分析する際に何らかの示唆を与えうるものとな

れば幸いである。
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